












An empirical analysis on the geographical distribution of farmland accumulation and its defining social 




















地主から集積して分散出作している場合(仁 n) ，③圃場分布と地主分布が一致する場合 (0，
h) ，に整理できた.第 H の分析では，現在に至るまでの圃場分布バラツキの拡大・不拡大
が，血縁や地縁による集積の影響であることが示された.①地縁による集積は，集積過程
の初期にバラツキを拡大し，ある程度増加すると縮小する (t) ，②血縁による集積は，バ
ラツキを拡大する (f. n) ，③近年見られる組織の仲介による集積は，バラツキを拡大こそ
しないが，借り手にとって地理的に有利な圃場が集積されるわけではない，と整理できた.
【結論】本研究によって明らかになったことは，次の二点である.第一に，規模の水準に
関わらず 3 タイプに場合分けされた地主との社会関係が，タイプごとに異なる仕方で圃場
の分布パターンを規定していること.このように社会関係の観点から出作形態を説明した
点は，本研究独自の視点である.第二に，従来の血縁・地縁や，知人の紹介や組織の仲介
といった社会関係が，圃場の分布バラツキを規定していること.社会関係の種類によって
は，その規定の仕方は経営ごとに特徴があり一定とは言えないが，バラツキの算出に標準
距離の概念を導入し，知人の紹介や組織の仲介という新たな社会関係の影響を実証した点
に，研究の新規性がある.
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